
(1) 昭和43年6月15日

村のようす
(43. 5月1日現在）

世帯数 1,427戸
人口 7,582人
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村長さんの陣頭指揮により

玉川第一小学校敷地造成進む
玉川村立玉川第一小学校の敷地造成は、小高丑久保地内（中

村前・向久保）に24?000平方米の用地買収契約も地元の方々の

好意により円満解決して、村のブルトーザー 2台、県 1台、業

者 2台、計 5台で着々進行しております。

村長さん、助役さんも毎日必ず現地に顔出して陣頭指揮をし

ており、あの山林が現在では一変して校舎敷地分は終りつつあ

ります。地盤も石が出る程の良質で、阿武隈川を限下に、那須

連峰が一目に望める此O)_地に、来年度までに鉄筋コソクリート

3階建2,807乎方メートル (849坪）の小学校が完成する予定で

あります。

尚一番大切な水道も PTA 1l)勤労奉仕により、校舎予定地の

近くまで引き終りましたo皆様の御協力をお願い致します。
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阿
武
隈
考
古
館
長
（
旧

泉
中
学
校
教
員
）
首
藤
保

之
助
翁
は
、
若
く
し
て
人

間
の
歴
史
と
文
化
の
変
遷

に
興
味
を
も
ち
、
考
古
学

の
研
究
を
志
し
、
十
六
歳

か
ら
死
亡
し
た
八
十
一
歳

の
今
日
ま
で
六
十
五
年
間

終
始
一
貫
、
教
職
に
あ
る

か
た
わ
ら
そ
の
時
間
的
経

済
的
余
裕
の
す
べ
て
を
投

入
し
、
生
涯
の
仕
事
と
し

て
考
古
学
資
料
の
収
集
に

尽
粋
し
て
き
た
。

そ
し
て
、
昭
和
十
二
年

玉
川
村
地
区
に
私
費
を
投

じ
て
約
八
十
平
方
米
の
阿

武
隈
考
古
館
を
建
設
し
、

研
究
収
集
し
た
出
土
品
、

伝
世
品
五
万
数
千
点
を
陳

列
し
て
一
般
に
公
開
、
学

会
に
貢
献
す
る
と
共
に
郷

土
文
化
の
振
興
に
寄
与
し

功
績
は
顕
著
で
あ
る
。

開
館
以
来
年
中
無
休
完

全
な
私
費
に
よ
っ
て
経
営

し
、
参
観
利
用
者
の
延
人

数
は
学
者
、
研
究
家
、
愛

好
者
、
一
般
人
、
学
生
、

生
徒
を
始
め
数
万
人
に
達

し
て
い
る
。

ま
た
、
高
邁
な
学
識
と

豊
富
な
資
料
と
歴
史
観
は

学
校
教
育
、
社
会
教
育
の

面
で
も
、
或
は
購
師
と
し

て
、
或
は
郷
土
史
の
絹
さ

ん
委
員
と
し
て
大
き
な
貢

献
を
し
て
い
る
。

収
蔵
資
料
は
約
五
万
数

千
点
、
そ
の
六
割
は
出
土

品
で
四
割
は
伝
世
品
で
あ

る
。
時
代
別
資
料
数
は
、

先
史
時
代
二
万
五
千
点
、

原
史
時
代
一
万
五
千
余
点

歴
史
時
代
一
万
三
千
余
点

に
の
ぽ
り
、
収
集
範
囲
は

日
本
全
土
に
わ
た
る
外
、

樺
太
、
台
湾
、
南
洋
、
北

支
、
満
洲
、
朝
鮮
に
ま
で

及
ぶ
が
、
関
東
東
北
の
遺

物
が
支
配
的
数
蓋
を
示
し

て
い
る
。

更
に
材
料
の
上
か
ら
類

別
す
れ
ば
石
器
、
土
器
、

骨
、
角
、
牙
製
品
、
竹
木

製
品
、
ガ
ラ
ス
類
、
金
属

古
瓦
、
古
文
書
、
拓
本
、

自
然
石
遺
物
等
で
あ
る
。

資
料
を
列
挙
す
れ
ば
際

限
が
な
い
が
、
そ
の
中
で

も
貴
重
な
も
の
は
、
旧
石

器
骨
偶
、
怪
奇
土
偶
、
土

獣
、
土
石
冠
、
砦
石
切
、

石
お
の
、
具
塚
曲
玉
、
円

硯
（
文
部
省
指
定
重
要
美

術
品
）
博
土
館
と
黒
書
せ

る
高
林
泥
面
中
の
特
珍
品

等
、
凡
そ
二
百
余
点
は
特

に
学
会
で
も
高
く
評
価
さ

れ
た
遺
品
で
あ
る
。

．

昭
和
三
十
八
年
四
月
一

日
、
生
涯
の
事
業
と
し
て

研
究
愛
蔵
し
た
い
阿
武
隈

考
古
館
の
殆
ん
ど
全
資
料

土
地
の
売
買
、
遺
産
の

相
続
、
金
銭
貸
借
の
登
記

な
ど
、
私
等
の
生
活
に
、

た
ま
／
＼
で
て
来
る
も
の

に
、
登
録
免
許
税
が
あ
り

ま
す
。明

治
二
十
九
年
法
律
第

の
五
万
数
千
点
を
、
高
令

者
の
身
と
な
り
後
継
者
が

な
い
こ
と
を
懸
念
し
、
更

に
こ
の
貴
重
な
資
料
を
後

世
に
保
存
し
公
益
に
資
す

る
為
に
、
出
生
地
で
あ
る

須
賀
川
市
に
無
償
で
寄
贈

し
た
。所

得
も
資
産
も
少
い
状

況
の
中
で
、
心
血
を
注
い

だ
数
百
万
円
に
の
ぽ
る
一

代
の
遺
産
を
、
無
償
で
寄

贈
す
る
行
為
は
正
に
敬
服

に
堪
え
な
い
。
須
賀
川
市

は
、
こ
の
遺
業
を
継
承
す

る
為
、
新
に
阿
武
隈
考
古

館
を
設
立
す
る
予
定
で
あ

る。
昭
和
三
十
八
年
、
須
賀

川
市
に
寄
贈
の
外
一
部
約

八
百
点
の
年
代
別
代
表
資

科
を
、
玉
川
公
民
館
に
寄

贈
、
小
中
学
生
の
社
会
科

学
習
の
参
考
資
料
と
し
て

活
用
、
一
般
村
民
に
も
公

阿

武

隈

考

古

館

の

首
籐
保
之
助
翁
逝
く

開
し
て
翁
の
徳
を
偲
ぴ
つ

`
‘
郷
土
文
化
の
推
移
を

研
究
す
る
者
が
増
し
つ
4

あ
る
。
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彰

昭
和
十
七
年
叙
勲
七
等

援
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宝
章

昭
和
十
九
年
東
京
都
三

十
六
年
勤
続
教
育
功
労

者
と
し
て
表
彰
・

，

昭
和
二
十
八
年
学
制
八

十
周
年
記
念
に
福
島
県

知
事
及
福
島
県
教
育
委

員
会
よ
り
阿
武
隈
考
古

館
経
営
者
と
し
て
表
彰

昭
和
三
十
四
年
社
会
教

育
功
労
者
と
し
て
表
彰

昭
和
三
十
七
年
文
化
功

労
賞
援
賞

昭
和
四
十
＝
一
年
叙
勲
六

等
単
光
旭
日
章

主
な
著
書

郷
土
の
考
古
資
料
（
泥

面
の
研
究
一
巻
）

泥
面
譜
全
六
巻

京
阪
地
方
の
考
古
資
料

二
十
七
号
に
よ
り
発
足
し

た
「
登
録
税
法
」
は
、
昭

和
四
十
二
年
六
月
十
二
日

法
律
第
三
十
五
号
に
よ
り

「
登
録
免
許
税
法
」
と
改

正
、
登
記
、
登
録
、
特
許

免
許
、
許
可
、
指
定
及
び

技
能
証
明
に
つ
い
て
賦
課

さ
れ
ま
す
。

日
常
使
用
さ
れ
る
課
税

範
囲
、
、
課
税
槻
準
及
税
率

の
表
を
記
載
し
ま
す
。

登
記
、
登
録
、
特
許
、

免
許
、
許
可
、
認
可
、
指

定
叉
は
技
能
証
明
事
項

不
動
産
の
登
記
（
不
動
産

の
信
託
の
登
記
を
含
む
）

日
所
有
権
の
保
存
の
登
記

課
税
標
準
不
動
産
の

価
額

税
率
千
分
の
六

⇔
所
有
権
移
転
の
登
記

イ
、
相
続
又
は
法
人
の
合

併
に
よ
る
移
転
の
登
記

課
税
標
準
不
動
産
の

価
額

税
率
千
分
の
六

ロ
、
遣
贈
、
贈
与
、
そ
の

他
無
償
名
儀
に
よ
る
移

転
の
登
記

課
税
標
準
不
動
産
の

価
額

税
率
千
分
の
二
十
五

ハ
、
共
有
物
の
分
割
に
よ

る
移
転
の
登
記

課
税
椋
準
不
動
産
の

価
額

税
率
千
分
の
六

工
、
そ
の
他
の
原
因
に
よ

る
移
転
の
登
記

課
税
標
準
不
動
産
の

価
額

税
率
千
分
の
五
十

日
地
上
権
、
永
小
作
権
、

賃
貸
借
権
又
は
採
石
権

の
設
定
、
転
貨
又
は
移

転
の
登
記

イ、

設
定
又
は
転
貸
の
登

記

千
分
の
六

課
税
標
準

価
額

4

税
率
千
分
の
二
十
五

ロ
、
相
続
又
は
法
人
の
合

併
に
よ
る
移
転
の
登
記

課
税
楔
準
不
動
産
の

価
額

税
率
千
分
の
三

ハ
、
共
有
に
係
る
権
利
の

分
割
に
よ
る
移
転
の
登

コJ
1111 m【課

税
標
準
不
動
産
の

価
額

税
率
千
分
の
一
―
―

二
、
そ
の
他
の
原
因
に
よ

る
移
転
の
登
記

課
税
標
準
不
動
産
の

価
額

税
率
千
分
の
二
十
五

四
地
役
権
の
記
定
の
登
記

課
税
標
準
承
役
地
の

不
動
産
の
個
数

一
個
に
つ
き
五
百
円

⑮
先
収
特
権
の
保
存
、
質

権
若
し
く
は
抵
当
権
の

設
定
、
競
売
若
し
く
は

強
制
管
理
の
申
立
て
仮

差
押
え
仮
処
分
叉
は
抵

当
付
債
権
の
差
押
え
そ

の
他
権
利
処
分
の
制
限

の
登
記

課
税
腺
準
債
権
金
額

叉
は
不
動
産
工
事
費
用

の
予
算
金
額

税
率
千
分
の
四

四
相
続
財
産
の
分
離
の

登

コし吾口
イ
、
所
有
権
の
分
離
の
登

記課
税
標
準

価
額

税
率

不
動
誰
の

不
動
産
の

玉
川
村
建
設
業
組
合
総
会

ロ
、
所
有
権
以
外
の
権
利
一
個
に
付
五
百
円

の

分

離

の

登

記

尚

不

動

産

と

は

土

地

及

課
税
標
準
不
動
産
の
び
建
物
並
び
に
立
木
に
関

す
る
法
律
第
一
条
第
一
項

価
額

．

税
率
千
分
の
一
―
-
（
定
義
）
に
規
定
す
る
立

田
所
有
権
の
登
記
の
あ
る
木
を
い
い
ま
す
。

不
動
産
の
表
示
の
変
更
◎
登
録
免
許
税
は
収
入
印

又
は
更
正
の
登
記
で
次
紙
で
納
入
し
ま
す
。

に

掲

げ

る

も

の

◎

租

税

特

別

措

置

法

（

昭

イ
、
土
地
の
分
筆
又
は
建
和
三
十
二
年
三
月
三
十
一

物
の
分
割
若
し
く
は
区
日
法
律
第
二
十
六
号
）
第

分
に
よ
る
表
示
の
変
更
七
十
二
条
第
一
項
に
よ
り

の

登

記

個

人

が

昭

和

三

十

六

年

四

課
税
標
準
分
筆
又
は
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
四

分
割
若
し
く
は
区
分
后
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

の
不
動
産
の
個
数
間
に
新
築
し
た
自
己
の
住

一
個
に
付
五
百
円
宅
の
用
に
供
す
る
家
屋
で

ロ
、
土
地
又
は
建
物
の
合
政
会
で
定
め
る
も
の
の
所

併
に
よ
る
表
示
変
更
の
有
権
の
保
存
の
登
記
に
つ

登

記

い

て

は

大

蔵

省

令

で

定

め

課
税
標
準
合
併
後
の
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
家

不

動

産

の

個

数

屋

の

新

築

後

一

年

以

内

に

一
個
に
付
五
百
円
登
記
を
受
け
る
も
の
に
限

四
登
記
の
抹
消
（
土
地
又
り
そ
の
登
記
に
係
る
登
録

は
建
物
の
表
示
の
登
記
免
許
税
の
税
率
は
登
録
免

の
抹
消
を
除
く
）
許
税
法
第
九
条
の
規
定
に

諌

税

標

準

不

動

産

の

か

A

わ
ら
ず
千
分
の
一
と

個

数

す

る

。

3
 ..
.
.
.
.
.
.
.
 P .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 

-.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 

`
 

一
見
直
そ
う
参
議
院
の
意
義
と
価
値
一

ぃ
..... .
 

玉
川
村
建
設
業
組
合

（
組
合
長
坂
本
作
蔵
氏
、

組
合
員
四
十
六
名
）
総
会

は
、
去
る
六
月
十
三
日
玉

川
村
公
民
館
で
開
催
、
昭

和
四
十
一
年
度
に
決
定
さ

れ
た
大
工
賃
金
．．
 

一
、
四

0

0
円
は
、
昭
相
四
十
二
年

度
に
は
据
置
き
さ
れ
て
い

た
が
、
最
近
の
物
価
高
に

よ
り
や
む
を
得
ず
、
昭
和

四
十
三
年
七
月
一
日
よ
り

―
‘
六

9
0
円
に
値
上
げ

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。
（
機
械
使
用
一
時
間

当
賃
金
の
一
割
増
し
）
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本品嘉りの気（負息循見視Ul忌
カツコ内は白河測候所例年平均値

気温

最高

最低

降水量

3 月

16.0 (8.4) 

-5:4(-1.1) 

65 (81) 

4 月 5 月
25. 0 (15. 0) 25. 0 (20. 0) 

-1.0 (3.7) 2.5 (9、.0)←

108. 4(94. 0) 101. 5、114.0)

3ヶ月天候予報 (6......... 8月）

概況梅雨活動は 6月後半から活発となり 7月半

ばころまでは低湿が現はれ易く、所によっては大雨の

おそれがあります。安定した夏型の天候となる のは、

7月下旬ころの見込み。＇盛夏期の男さはお入むね乎年

並み位で、雨量は全般に少なめの傾向がありますが、

台風の影轡で多めのところもあるでしょう。

—ー・気 温・-

6月 前半は一時低めの日がありますが、お入むね

乎年並み、しかし後半は低めの日が現しまれ月平均では

会津は平年並みかや入低め、中通り、浜通りは平年並

み。

7月 月半ばころまでは低めの日が多 く、月半ばか

ら暑い日が現Vまれやすくなる見込みです。しかし本格

的な暑さは下旬後半からで、月平均では乎年並みかや

入低めの見込み

゜8月 一時的な低温期はありますが、月乎均では大

体平年並でしょう。

ー一・降水量・一一—

6月 前半は前線活動が日本海側に片より、会津で

は雨が降り易く、後半はオホーツク海高気圧が強まり

中、浜通りでは梅雨活動が活発になるでしょう。

7月 6月,.__,7月半ばころにかけて、北上する台風

の接近が予想され、所によっては大雨のおそれがあり

ます。

8月 平年並みか少めの見込みですが、本土に接近

する台風が 2,___, 3ヶある見込みなので局地的な大雨が

あるかも知れません。

日本脳炎予防接種

（第 1 回）

須釜小中学校 6月17日

泉中学校 6月18日

玉川一小 ,6月 19日
川辺小学校 6月27日

四辻公民館 6月28日 一般生徒

竜崎校舎 7月 3日

母子センター 7月8日 13時,___,16時

須釜支所 7月9日 -'/ 

0第 2 回）

須釜小中学校 6月24日

泉中学校 6月25日

玉川一小 6月26日

川辺小学校 7月 4日

四辻公民館 7月 5日 一般生徒

竜崎校舎 7月10日

母子セソター 7月16日．13時------15時

須釜支所 7月17日 ~ 

百日＇せき、ジフテリヤ予防接種

母 fセソター I-7月 1日 1午後1時30分
須釜支所 7月 2日 ,--.,2時30分

①
こ
れ
か
ら
の
稲
作
に
つ
十
゜

い

て

次

に

除

草

で

す

が

、

適

五
月
中
は
低
温
の
日
が
正
な
除
草
剤
の
使
用
を
す

多
く
、
二
！
三
の
発
育
が
る
こ
と
に
留
意
し
て
、
そ

ぉ
く
れ
て
お
っ
た
が
、
六
の
効
果
を
劣
ら
せ
な
い
よ

月
に
入
り
高
混
が
続
い
た
う
に
す
る
。
深
水
に
す
る

の
で
現
在
で
は
平
年
並
の
と
下
葉
が
枯
れ
る
の
で
、

生
育
と
な
っ
て
い
る
が
今
水
深
は
四
ー
五

cm
が
適
当

后
の
水
田
管
理
に
は
次
の
で
あ
る
。

N
I
P
は
特
に

点
に
注
意
し
て
下
さ
い
°
深
水
は
薬
害
が
多
い
の
で

水
管
理
は
浅
水
と
し
て
―
―
―

l
四

cm
と
す
る
。

生
育
の
お
く
れ
を
回
復
す
追
肥
は
原
則
と
し
て
行

る
よ
う
注
意
す
る
こ
と
が
は
な
い
方
が
よ
く
、
特
に

必
要
で
す
。
水
の
豊
富
な
基
肥
が
少
な
く
葉
が
黄
色

地
帯
や
未
系
の
未
流
で
は
味
を
増
し
た
も
の
は
、
根

-
o
c
m
以
上
の
深
水
が
み
の
健
全
な
も
の
に
は
速
効

う
け
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
性
肥
料
を
、
窒
索
成
分
で

う
な
と
こ
ろ
で
は
、
直
ち

0
、

0
六

"-'0、
-
k
g
を

に
浅
水
と
し
て
、
分
け
つ
浅
水
と
し
て
施
し
、
田
打

の
促
進
を
は
か
る
べ
き
で
車
を
通
す
。
病
虫
害
は
適
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厚
生
省
は
、

六
月
二
十
一
日

か
ら
七
月
二
十

一
日
ま
で
の
一

ヶ
月
間
「
夏
の

健
康
を
守
る
運

動
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
中
毒
も
多

望
健
康
を
守
る
運
動

,98ー互配

く
、
流
行
病
も
発
生
し
ま

す
。
中
で
も
日
本
脳
炎
は

幼
児
を
む
し
ば
む
恐
ろ
し

い
病
気
で
す
。
そ
れ
に
し

て
も
栄
蓑
と
睡
眠
は
健
康

の
第
一
条
件
と
云
は
れ
ま

す
か
ら
大
人
も
小
人
も
徹

底
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

な
お
、
月
間
に
移
動
検

診
や
各
種
の
検
査
、
予
防

接
種
な
ど
が
行
は
れ
ま
す

か
ら
自
ら
す
す
ん
で
こ
の

機
会
を
と
ら
え
る
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。
日
本
脳
炎

百
日
セ
キ
、
ヂ
フ
テ
リ
ヤ

の
予
防
接
種
は
次
の
日
程

で
行
は
れ
ま
す
。

期
防
除
を
行
う
よ
う
注
意

し
て
下
さ
い
。

②
病
虫
害
の
委
記
防
除
の

す
4

め

昨
年
度
は
二

0
0ke
の

水
田
に
つ
い
て
、
委
記
防

除
を
実
施
し
相
当
の
成
果

を
あ
げ
ま
し
た
が
、
今
年

は
も
っ
と
多
く
の
面
積
に

つ
い
て
実
施
し
ま
す
の
で

御
協
力
下
さ
い
。

委
記
防
除
と
個
八
防
除

を
比
較
し
ま
す
と
、
次
の

利
点
が
あ
り
ま
す
。

こ
O
a
当
り
）

個

人

防

除

薬
品
代
粉
剤
三

0
0円

人

件

費

一

0
0円

燃

料

費

一

0
円

管
理
費
そ
の
他
五

0
円

計

四

六

0
円

委

記

防

除

薬
泊
代
乳
剤
一

0
0円

人

件

費

一

0
0円

燃

料

喪

四

0
円

管
理
費
そ
の
他
七
五
円

計

三

一

五

円

委
記
防
除
は
、
各
部
落

の
防
除
隊
に
申
込
み

F
さ

い
。
申
込
用
紙
立
札
は
防

除
隊
に
あ
り
ま
す
の
で
、

申
込
み
の
際
は
そ
れ
に
記

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

R
梅
雨
期
の
家
畜
管
理

今
年
の
つ
ゆ
は
例
年
よ

り
早
く
き
て
、
し
か
も
長

い
と
の
長
期
予
報
な
の
で

家
畜
に
と
っ
て
は
好
ま
し

く
な
い
環
境
に
あ
り
、
生

産
は
低
下
し
や
す
い
の
で

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
下

あ
-
.
さ

i

大
麻
は
兒
許
を
受
け

て
つ
く
り
ま
し
よ
う

身
を
滅
ぽ
し
国
を
滅
ぼ

す
麻
薬
の
乱
用

け
し
の
花
に
こ
注
意

さ
い
。

①
畜
舎
門
の
湿
潤
化
を
防

ぐ
た
め
、
き
ゅ
う
肥
な

ど
の
堆
稼
し
な
い
よ
う

に
す
る
。

②
気
温
の
上
昇
多
湿
で
細

菌
の
繁
殆
が
よ
く
な
る

の
で
、
搾
乳
器
具
の
洸

じ
よ
う
の
励
行
に
努
め

る。

③
飼
料
の
与
え
か
た

雨
露
に
ぬ
れ
た
青
草
は

大
盤
に
与
い
る
と
、
下

痢
を
起
し
易
い
の
で
注

あ
な
た
の
庭
に
栽
培
で

き
な
い
、
け
し
の
花
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
け
し
は

「
あ
へ
ん
法
」
に
よ
っ
て

一
般
に
つ
く
る
こ
と
を
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
種
子

を
食
用
に
す
る
目
的
で
つ

く
っ
て
も
重
い
罰
を
受
け

ま
す
。
花
屋
さ
ん
や
種
子

さ
ん
か
ら
買
っ
た
種
子
で

も
安
心
出
来
ま
せ
ん
。

つ
く
つ
て
悪
い
け
し
の

見
分
け
方

草
は
無
毛
で
あ
る
。
あ

っ
て
も
極
め
て
少
な
く
白

っ
ぽ
い
緑
色
で
あ
る
。
茎

が
太
く
し
っ
か
り
し
て
い

る
。
茎
は
全
体
に
上
の
方

ま
で
つ
い
て
お
り
、
大
き

な
長
壻
円
形
で
ふ
ち
の
切

れ
込
み
が
浅
い
。
葉
は
無

柄
で
つ
け
根
が
茎
を
抱
き

込
ん
で
い
る
。

花
の
色
は
白
、
紅
紫
で

一
重
と
八
重
咲
が
あ
る
。

應
す
る
。

濃
厚
飼
料
は
一

o,_,・
1
 

五
分
后
に
食
い
つ
く
す

量
と
す
る
。
↓

④
家
畜
は
運
動
不
足
と
な

り
が
ち
な
の
で
、
ハ
ケ

か
け
を
行
い
、
体
謁
を

整
え
て
や
る
。

固
牧
草
は
生
育
が
旺
盛
な

時
期
な
の
で
、
給
与
し

き
れ
な
い
と
き
は
サ
イ

ロ
＇
（
排
水
口
の
あ
る
）

↑

や
、
ト
レ
ン
チ
サ
イ
ロ

に
貯
蔵
す
る
と
よ
い
。

あ
さ
（
大
麻
）
は
地
方

に
よ
っ
て
は
、
お
（
緒
）

又
は
お
だ
ね
（
緒
種
子
）

↑

な
ど
と
呼
ば
れ
、
古
く
か

ら
っ
く
ら
れ
て
い
る
栂
物

一

で
す
。
あ
さ
を
つ
く
る
人

は
県
知
挙
の
免
許
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

．

パ免
許
を
受
け
な
い
で
つ

く
る
と
「
大
麻
取
締
法
」

．

に
よ
り
、
重
い
割
を
受
け

ま
す
か
ら
注
意
し
て
下
さ
1

い
。
あ
さ
の
免
許
は
面
積

や
本
数
、
使
用
目
的
（
，
鳥

の
飼
料
に
す
る
な
ど
）
に
i-

関
係
な
く
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
免
計
の
手

続
き
は
、
役
場
、
農
協
、

又
は
保
儘
所
で
お
聞
き
く

だ
さ
い
。
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